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田んぼの生きもの図
ず

鑑
か ん

について
社団法人　農村環境整備センター

　この「田んぼの生きもの図鑑」は、生きもの調
ちょう

査
さ

や環
かん

境
きょう

教育等の場で活用できるハンディタイプの図鑑シリー
ズです。平成19年度に発行した「魚・カエル編

へん

」、同じ
く平成 20 年度の「水生昆

こん

虫
ちゅう

編Ⅰ　コウチュウ目・カメ
ムシ目」に続いて「水生昆虫編Ⅱ　トンボ目」として、
この図鑑を編

へん

集
しゅう

しました。
　田んぼ等の場所でトンボやその幼

よう

虫
ちゅう

であるヤゴを観察
する際

さい

に、子どもや一
いっ

般
ぱん

の方々でもこの図鑑を見れば、
体の大きさや特

とく

徴
ちょう

等からある程
てい

度
ど

の分類や種
しゅ

の同
どう

定
てい

（名
前しらべ）ができるように、わかりやすくて実用的な内
容にしています。この図鑑が、みなさんの活動に役立つ
ことができれば幸いです。

　この図鑑では日本に生息するトンボの中から、とくに田んぼの
周辺でよくみられる種を中心に60種を紹

しょう

介
かい

しています。
　初心者でも使いやすいように、まずは、トンボの幼虫（ヤゴ）
や成虫を大まかに分類するところから始め、成虫については種
ごとに特徴や識

しき

別
べつ

点
てん

などを解
かい

説
せつ

しています。また、トンボの生
息環境、ヤゴのすみか、トンボの一生、羽化のようすなどをの
せているので、野外でトンボを見つけるのにも役立ちます。その
ほかに羽

う

化
か

殻
がら

の調査の仕方や標本の作り方も加えてあります。

図鑑の活用にあたって
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トンボの仲間

水の中の生きものの
見分け方

節足動物（あしに節をもつ動物）

胸
む ね

口

尾
お

胸にはねの
もとがない。

「節足動物」は、大きく２つに分けられる

吸
す

うのに適
てき

した針
はり

の
ような口をしている。
（水生カメムシ類）

尾が長く２〜３本。

胸にははねのもとがある。

牙
きば

があり、かむのに適した口をしている。

尾が鋭
するど

いか、葉っぱのような形をしている。

あしが６本あるもの「昆虫類」

あしが10本以上あるもの「その他の節足動物」

イトトンボ科

�



ゲンゴロウ・トビケラの仲間

コオイムシ・タイコウチの仲間

カゲロウ・カワゲラの仲間

　田んぼや水路、池などにはいろいろな小動物がい
る。その中で、トンボの幼

よう

虫
ちゅう

（ヤゴ）は、あしに節を
もつ節足動物に分類され、さらに、あしが６本ある昆

こん

虫
ちゅう

類
るい

の仲間になる。

その他の節足動物の仲間

ゲンゴロウ類の幼虫 トビゲラ類の幼虫

ヨコエビ ミズムシ ホウネンエビ

コオイムシ タイコウチ

カワゲラ類の幼虫

ヤンマ科 トンボ科

カゲロウ類の幼虫

詳
くわ

しくは
P14へ
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均翅亜目（イトトンボ類）
4枚のはねの形がほぼ同じで、腹部が細い

アオモンイトトンボ

トンボの見分け方

例外はアオイトトンボ類

上から見ると、頭は全体
に横長で複

ふく

眼
がん

は小さい。 はねの脈に四角室＊がある。

腹部（尾
お

）はマッチ
棒
ぼう

のように細い。

前後のはね、とくに付け
根部分の形がほぼ同じ。
（はねの付け根が細い）

腹部

はね

止まり
方

４枚のはねを
閉
と

じて止まる。

トンボの仲間（トンボ目）は、日本から約200種が記録
されている。これらは、はねや腹

ふく

部
ぶ

の形などから、大きく

詳
くわ
しくは
P8-9

＊四角室…はねの付け根近くの赤く示したところ。
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不均翅亜目（イトトンボ類以外のトンボ類）
前後のはねの形がちがい、腹部が太い

羽化直後のトンボは例外

はねの脈に三角室＊＊がある。

前から見ると、頭は全
体に三角形で複眼は大
きい。

腹部（尾）は太くてがっ
ちりしている、とくに
付け根付近が太い。

前後のはね、とくに付け
根部分の形がちがう。
（後ろはねの付け根部分
が幅

はば

広い）

腹部

はね

止まり
方

４枚のはねを
開いて止まる。

ミヤマアカネ

「均
きん

翅
し

亜
あ

目
もく

」「不
ふ

均
きん

翅
し

亜
あ

目
もく

」の２つのグループに分けられる。
（注）�世界で2種いる「ムカシトンボ亜目」（P29）を入れると3つのグループである。

この図
ず
鑑
かん
では田んぼのまわりでよく見られる種を取り上げる。

詳しくは
P10-11

＊＊三角室…はねの付け根近くの赤く示したところ。
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イトトンボの仲間たち
（均

き ん

翅
し

亜
あ

目
も く

）

■カワトンボ科

■アオイトトンボ科

はねの付け根は
あまり細くなっ
ていない

はねの結
けっ

節
せつ
＊までの

横脈がとても多い　

はねの結節までの横
おう

脈
みゃく

は２本

はねの室
しつ

はとても細かい

はねの付け根は
細くなっている

はねの室は細かく、正方
形に近い形　

＊結節…はねの前
ぜん
縁
えん
が少しだけだが、はっきりと折れ曲がっている分

ぶん
岐
き
点
てん
。

　⇒P20へ

　⇒P22へ
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イトトンボの仲間は、「４枚の羽根の形がほぼ同じ」「腹
ふく

部
ぶ

（尾
お

）
が細い」「４枚のはねを重ね、たたんで止まる（一部をのぞく）」
などの共通の特

とく

徴
ちょう

がある。田んぼのまわりには４つの科のトン
ボがいて、それぞれの科は、次のような特徴で分けられる。

■モノサシトンボ科

■イトトンボ科

はねの付け根は
細くなっている

はねの付け根は
細くなっている

はねの四角室＊＊はほぼ長方形

はねの四角室は台形で、ひ
とつの角がとがっている

はねの結節までの横脈は２本

はねの室はあらく、
長方形に近い形

はねの室はあらく、
長方形に近い形

はねの結節までの横脈は２本

＊＊四角室…はねの付け根近くの赤く示したところ。

　⇒P24へ

　⇒P25へ
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トンボの仲間たち
（不

ふ

均
き ん

翅
し

亜
あ

目
も く

）

頭を正面から見ると、左右の複
ふく

眼
がん

ははっきりと離
はな

れている。
棒
ぼう

の先、葉の上、石の上などに体を水平にして止まる。

■サナエトンボ科　⇒P30へ

頭を正面から見ると、左右の複眼は１点でくっついている。
枝
えだ

や葉にぶら下がって止まる。体の黒い地色には光
こう

沢
たく

がない。

■オニヤンマ科　⇒P32へ

頭を正面から見ると、左右の複眼は幅
はば

広く、くっついている。
枝や葉にぶら下がって止まる。

■ヤンマ科　　⇒P32へ
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イトトンボの仲間をのぞくトンボは、「前後２枚ずつのは
ねの形がちがう」「腹

ふく

部
ぶ

（尾
お

）は太くてがっちりしてい
る」「はねを開いたまま止まる」などの特

とく

徴
ちょう

をもっている。
さらに、次のような点で５つの科に分けられる。

頭を正面から見ると、左右の複眼は少しだけくっついている。
枝や葉にぶら下がって止まる。体の地色は青緑色の光沢がある。

■エゾトンボ科　⇒P36へ

サナエやヤンマに比
くら

べ、腹部（尾）は太く、はねの長さよりも短い。種によっ
て地面や枝先、枝や葉にぶら下がるなど、いろいろな止まり方をする。 

■トンボ科　⇒P38へ

地面 葉の上

棒の先茎
くき

トンボ科の仲間

サナエ、ヤンマなどの仲間

腹部が短い
腹部が長い

11



トンボの発生時期一
い ち

覧
ら ん

表
ひ ょ う

■よく見られる時期　■発生時期

■春から初夏

科名と種名 ＼ 出現期（月） 4 5 6 7 8 9 10
カワトンボ科
　ニホンカワトンボ
モノサシトンボ科
　オオモノサシトンボ　◎
イトトンボ科
　ベニイトトンボ　□
　モートンイトトンボ　△
サナエトンボ科
　コサナエ
　ヤマサナエ
　コオニヤンマ
ヤンマ科
　コシボソヤンマ
　サラサヤンマ
　ネアカヨシヤンマ　△
　クロスジギンヤンマ
エゾトンボ科
　コヤマトンボ
トンボ科
　ヨツボシトンボ
　ベッコウトンボ　◎
　シオヤトンボ
　ハッチョウトンボ

おもに５月～７月半ばに出
しゅつ

現
げ ん

するトンボ

科名と種名 ＼ 出現期（月） 4 5 6 7 8 9 10
アオイトトンボ科
　ホソミオツネントンボ
　オツネントンボ
イトトンボ科
　ホソミイトトンボ

■ほぼ一年中
ほとんど一年中、成虫が見られるトンボ

◎･･･絶
ぜつ
滅
めつ
危
き
惧
ぐ
Ⅰ類：絶滅の危

き
機
き
に瀕
ひん
している種

□･･･絶滅危惧Ⅱ類：絶滅の危
き
険
けん
が増大している種

△･･･ 準
じゅん
 絶 滅 危 惧：�現時点では絶滅危険度は小さいが、生

せい
息
そく
条
じょう
件
けん
の変化によっ

ては「絶滅危惧」に移
い
行
こう
する可

か
能
のう
性
せい
のある種

※環
かん
境
きょう

省
しょう
レッドリストの絶滅危険度の区分表中の記号の説明

これら３種は成虫のまま越
えっ

冬
とう

するので、ほぼ一年中成虫を見ることがで
きる。オツネントンボの名前の由来は「越

おつ

年
ねん

するトンボ」。

12



トンボの多くの種は、よく見られる季節がおよそ決まって
いる。種によって、よく見られる時期がちがっているので、
トンボをさがしに行くときは発生時期を確

かく

認
にん

しよう。

科名と種名 ＼ 出現期（月） 4 5 6 7 8 9 10
カワトンボ科
　ハグロトンボ
アオイトトンボ科
　オオアオイトトンボ
　アオイトトンボ
サナエトンボ科
　ウチワヤンマ
オニヤンマ科
　オニヤンマ
ヤンマ科
　ミルンヤンマ
　カトリヤンマ
トンボ科
　オオシオカラトンボ
　コフキトンボ
　コシアキトンボ
　＊アカトンボ類◎
　チョウトンボ
　ウスバキトンボ

■夏から秋

科名と種名 ＼ 出現期（月） 4 5 6 7 8 9 10
カワトンボ科
　ミヤマカワトンボ
モノサシトンボ科
　モノサシトンボ
イトトンボ科
　キイトトンボ
　アジアイトトンボ
　アオモンイトトンボ
　クロイトトンボ
　オオイトトンボ
ヤンマ科
　ギンヤンマ
エゾトンボ科
　オオヤマトンボ
トンボ科
　ハラビロトンボ
　シオカラトンボ
　ショウジョウトンボ

■春から秋まで
春から秋まで長い間出現しているトンボ

おもに７月半ば～９月に出現するトンボ

＊アカネ属
ぞく
Sympetrum（P43-48）の種をまとめて「アカトンボ類」とよぶ。

　アカトンボ類のうちオオキトンボは環境省のレッドリストで絶滅危惧Ⅰ類に指定されている。

13



トンボの幼
よ う

虫
ち ゅ う

詳
くわ

しくは
P16へ

頭部
胸部
腹部

ヤゴの体は、触角や複眼がついている頭、あしやはねの基
がついている胸、腹の３つの部分からできている。

触角
細くて短く目立たない触角。サナエトンボ科だけは太くて目
立つ触角をしている。

複眼（眼）
頭部の角についているが、大きさはグループによってちがい、
区別の目安になる。

翅芽（はねの基
もと

） 成虫になったときの、はねのもとの部分。

背棘（腹部の背面
のとげ） 腹部背面の中央線にそってならぶとげ。

側棘（腹部の側面
のとげ） 腹部側面にあるとげ。

尾鰓
イトトンボの仲間（均翅亜目）のヤゴだけにある、細長い葉っ
ぱのような形のもの。

イトトンボの仲間の幼虫（均
きん

翅
し

亜
あ

目
もく

）

体は全体に細長く、腹
ふく

部
ぶ

の
先には３本の尾

び

鰓
さい

がついて
いる。

■ ヤゴの各部の説明
複
ふく
眼
がん

（眼
め
）

複
ふく
眼
がん

（眼
め
）

尾
び
鰓
さい

翅
し
芽
が 翅

し
芽
が

背
はい
棘
きょく

側
そく
棘
きょく

触
しょっ
角
かく

頭
部

胸
き
ょ
う

部ぶ

腹
部

14



トンボの幼虫（ヤゴ）は、その形からイトトンボの仲間、
サナエトンボの仲間、ヤンマの仲間、トンボ科の仲間
などに分けられる。

イトトンボ以外のトンボの幼虫（不
ふ

均
きん

翅
し

亜
あ

目
もく

）

体は全体に幅
はば

があり、
腹部は中央からやや
後方が最大幅。腹部
の先はとげのように
なっている。

サナエやヤンマの仲間（大型のトンボ：不均翅亜目Ⅰ）

体は大きく細長い。羽化する前の幼虫では３cmを超
こ

えるも
のがほとんど。
※変わった形の幼虫（P17）もあるので注意が必要

トンボ科（不均翅亜目Ⅱ）

体は小さく太くて短い。羽化する前の幼虫では２cmくらい
のものがほとんど。

詳
くわ

しくは
P17へ

詳しくは
P18へ
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第１節が
とても長い
→カワトンボ科

イトトンボ類の
ヤゴの特

と く

徴
ち ょ う

触
しょっ

角
かく

各節は
ほぼ同じ長さ
→その他の
イトトンボ類

頭
複
ふく

眼
がん

も含
ふく

め、
全体的に横長
の長方形
→アオイトトン
ボ科
複眼も含め、
全体的に底辺
の短い台形
→モノサシトン
ボ・イトトンボ科

体

全体が筒
つつ

型
がた

で、すごく細長い
→アオイトトンボ科

尾鰓は腹部の長さよりあきら
かに短い→イトトンボ科

尾鰓は腹部の長さとほぼ同じ
→モノサシトンボ科

尾
び

鰓
さい

尾鰓は
３本ともうすく
葉状
→その他のイトトンボ類

両側の尾鰓は厚
あつ

く、
断
だん

面
めん

は三
さん

角
かく

形
けい

状
じょう

→カワトンボ科

全体が筒型だが、後ろに向かっ
て先細り→イトトンボ科

16



体の腹
ふく

面
めん

は平たく、
腹部の先に向かっ
て少しずつ細くなる

サナエトンボ科 オニヤンマ科 ヤンマ科

コオニヤンマ
（サナエトンボ科）

大型トンボの
ヤゴの特

と く

徴
ち ょ う

体は全体に厚
あつ

く、全
身に細かな毛があ
り、腹部の側面にと
げはない

体は全体に円
えん

筒
とう

形
けい

で、腹部の側面に
とげがあり、先がと
がっている

複
ふく

眼
がん

は頭の横に離
はな

れてあり、触
しょっ

角
かく

の
第４節は大きくてよ
く目立つ

複眼は小さくて四角
い頭の前角にあり、
触角の節は小さくて
目立たない

複眼は大きくて頭の
前角から側面にあ
り、触角の節は小さ
くて目立たない

変わった形のヤゴ

体は全体に平たく
て、うすっぺらい

体は後方に向かって
太っていて、腹部に
大きな斑

はん

紋
もん

がある

あしがとても長く、
全体にクモのよう
な姿

すがた

をしている

ウチワヤンマ
（サナエトンボ科）

オオヤマトンボ
（エゾトンボ科）
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トンボ科の
ヤゴの特

と く

徴
ち ょ う

種名を特定するには、頭部から胸部の前方にかけての
裏
うら

側
がわ

にたたまれているマスク（あご）の形などを比
くら

べな
ければならず、専

せん

門
もん

家
か

でないとむずかしい。

　トンボ科のトンボのヤゴはどれもよく似ているが、お
よそ次のような特徴で分けられる。

上から見て、腹部の側面のとげ（側棘）の長さで見分ける

長い種は…
ウスバキトンボ、
多くのアカトン
ボ類など

短い種は…
ヨツボシトンボ、
ショウジョウトン
ボ、コフキトンボ、
チョウトンボなど

頭は全体に長
方形で、腹

ふく

部
ぶ

の中央はあま
り幅

はば

がない。

眼
め

が横に出て
いて頭は全体
に丸みがあり、
腹部の中央は
幅がある。

シオヤトンボ、シオカラトンボ
オオシオカラトンボなど

体の形

多くのアカトンボ類、
ショウジョウトンボなど

腹部背面のとげ

腹部側面のとげ

横から見て、腹部の背面のとげ（背
はい

棘
きょく

）の数や位置で見分ける

とげがない種は…
シオカラトンボ、
ショウジョウトンボなど

とげがある種は…
多くのアカトンボ類など
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山
や ま

裾
す そ

の水
す い

田
で ん

域
い き

山にある田んぼの周りや沢
さわ
、山裾の

水田域

８節 ９節 10 節

■ アイコンの見方
種の解説ページ（P20〜 P49）では種によって異

こと

なる
生息域を以下のように４つのアイコンで表わしている。

丘
きゅう

陵
りょう

の水田域
里に近い丘陵の間にある田んぼやた
め池、流れなど

平地の小
しょう

規
き

模
ぼ

な水田域
平地の人里近くの小さな林や人家近
くの水田域

平地の開けた水田域
平地のとても広い水田域

頭部
胸部
腹部

すべての昆
こん

虫
ちゅう

の体は、頭・胸・腹の３つの部分からなっている。
（ふつう「トンボの尾

お

」といわれる部分は、腹部に当たる）

額 頭部の正面で眼の間にある部分。ここに模
も

様
よう

のある種類がいる。

複眼（眼）トンボの特
とく

徴
ちょう

は大きな眼にある。グループによって大きさがちがう。

結節 はねの前縁が少しだけだが、はっきりと折れ曲がっている分
ぶん

岐
き

点
てん

。

縁紋 トンボの特徴で、はねの前縁先
せん

端
たん

部近くにある、黒または色の濃い斑
はん

紋
もん

。

腹部
の節

腹部（尾）は一見して 10 の節からなっている。
8 － 10 節の斑紋が種を見分けるポイントになることがある。

尾部
付属器 腹部（尾）の先についている短い棒

ぼう

状
じょう

の突
とっ

起
き

。

■ トンボの各部の説明

本書でのトンボの解
か い

説
せ つ

について

●色の説明
カラー
おもに生息してい
る場所

モノクロ
生息していること
もある場所

ぬりつぶし
生息していない
場所

縁
えん
紋
もん

結
けっ
節
せつ

複
ふく
眼
がん

（眼
め
）

額
ひたい

頭部 胸
きょう
部
ぶ

腹
ふく
部
ぶ
（尾
お
）

体長

尾
び
部
ぶ
付
ふ
属
ぞく
器
き
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　体は全体に黒色で、成
せ い

熟
じゅく

したオスは青み、メスはやや
黄色みをおびた光

こ う

沢
た く

のある金緑色。はねは全体に黒いが
表には青

あ お

紫
むらさき

色
い ろ

の光沢がある。若
わ か

い個
こ

体
た い

は林内の日かげ、
成熟した個体は水草の多い流

りゅう

水
す い

域
い き

で見られる。

ハグロトンボ

●カワトンボ科　●体長：60㎜前後　●出現期：6月上旬～ 10 月下旬
●分布：青森県北部を除く、本州・四国・九州

　漢字で「豆
いととんぼ

娘」と書くイト
トンボの仲間は、体がマッチ
棒
ぼう

のように細く、はねは腹
ふく

部
ぶ

（尾
お

）より短い。はねの付け根
部分が前ばねと後ばねで同じ
形をしていることから、「均

きん

翅
し

亜
あ

目
もく

」としてヤンマやシオカ
ラトンボなどとは別のグルー
プに分けられている。
　幼

よう

虫
ちゅう

の体もこれらのトンボ
より細長く、しげった藻

も

や水
草に付いて生活している。

成虫
幼
よう
虫
ちゅう

…メス…オス

イトトンボの仲間（均
き ん

翅
し

亜
あ

目
も く

）
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　若
わ か

いオスの体は光
こ う

沢
た く

のある暗緑色。メスはオスよりや
や銅

ど う

色
い ろ

をおび、成
せ い

熟
じゅく

したオスは体に白い粉をまとう。は
ねは透

と う

明
めい

で、オスの中には付け根をのぞいた全体がうす
い茶色からこげ茶色をしているものがいる。流れと水草
のある水

す い

域
い き

のまわりや近くの林
り ん

縁
え ん

で見られる。

ニホンカワトンボ

●カワトンボ科　●体長：55-60㎜　●出現期：４月下旬～７月下旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

　体は全体にこげ茶色で緑色の光
こ う

沢
た く

がある。はねはうす
い茶色から黒色で、前ばねより後ばねの色の方がこく、
とくに後ばねの先の部分は帯

お び

状
じょう

にこい色をしている。山
地のやや暗い渓

け い

流
りゅう

の川
か わ ら

原や岸の草むらで見られ、ほとん
ど流れから離

は な

れない。ニホンカワトンボより大きい。

ミヤマカワトンボ

●カワトンボ科　●体長：70㎜前後　●出現期：5月中旬～ 10 月
●分布：北海道・千葉県をのぞく本州・四国・九州

茶色いはねのオスもいる

◀透明のはねのオス

オスとメスのはねの色のちがい

カワトンボ科
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　体の腹
ふ く

面
め ん

はやや緑がかった黄色。メスと若
わ か

いオスの前
ぜ ん

胸
きょう

や腹
ふ く

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

は光
こ う

沢
た く

のある青緑色で、成
せ い

熟
じゅく

したオスは
白い粉をまとう。胸

きょう

部
ぶ

の腹面に目立った斑
は ん

点
て ん

はない。と
くにメスは腹部の 8 節より後ろのふくらみが目立つ。池
や湿

し っ

地
ち

の近くのやぶや水辺で見られる。

アオイトトンボ

●アオイトトンボ科　●体長：42㎜前後　●出現期：5月上旬～ 11 月
中旬）　●分布：北海道・本州・四国・九州

　体の腹
ふ く

面
め ん

はやや緑がかった黄色で、メスと若
わ か

いオスの
前
ぜ ん

胸
きょう

や腹
ふ く

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

は光
こ う

沢
た く

のある青緑色。アオイトトンボ
ににているが、胸

きょう

部
ぶ

の腹面に目立ったハの字型の黒い斑
は ん

点
て ん

があること、オスは成
せ い

熟
じゅく

しても白い粉をまとわないこ
とで区別できる。池や湿

し っ ち

地近くのやぶや水辺で見られる。

オオアオイトトンボ

●アオイトトンボ科　●体長：46㎜前後　●出現期：5月中旬～ 11 月
中旬　●分布：北海道・本州・四国・九州

成虫

幼
よう
虫
ちゅう

胸
きょう
部
ぶ
の腹面　オオアオイトトン

ボ（上）、アオイトトンボ（下）

アオイトトンボ科
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　成虫は秋から冬には体がうすい茶色に黒いまだら模
も

様
よう

で、冬をこすと成
せ い

熟
じゅく

したメスはうすい緑色、オスは水色に
黒いまだら模様になる。はねを４枚重ねたとき、前ばねと
後ばねの縁

えん

紋
もん

は重なる。秋から冬は水辺近くのやぶにいて、
春になると水田などの開放的な浅い水

すい

域
いき

に現
あらわ

れる。

ホソミオツネントンボ

●アオイトトンボ科　●体長：38㎜前後　●出現期：7月中旬～翌 6月（7～
８は新成虫の羽化期）　●分布：北海道・本州（北国では少ない）・四国・九州

　成虫は秋から冬には体がうすい茶色に黒いまだら模
も

様
よ う

。冬をこして成
せ い

熟
じゅく

しても色はあまり変わらない。ホソ
ミオツネントンボににているが、はねを４枚重ねたとき
に前ばねと後ばねの縁

え ん

紋
も ん

は重ならない。秋から冬は水辺
近くのやぶにいて、春に池など水

す い

域
い き

に現
あらわ

れる。

オツネントンボ

●アオイトトンボ科　●体長：35㎜前後　●出現期：8月～翌 7月（６
～８は新成虫の羽化期）　●分布：北海道・本州・四国・九州北部

越冬明けのオス

越
えっ
冬
とう
前の茶色いメス

これから越冬するメス

はねの縁
えん
紋
もん
　ホソミオツネントン

ボ（上）、オツネントンボ（下）

アオイトトンボ科
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　腹
ふ く

部
ぶ

はやや光
こ う

沢
た く

があり、「ものさし」の目
め

盛
も

りのような
白く細い帯がある。体の背

は い

面
め ん

は黒色で、腹面は黄
お う

褐
か っ

色
しょく

か
ら淡

あ わ

い緑色。オスはあしの白い部分が、若
わ か

いメスは桃
も も

色
い ろ

部分がよく目立つ。他のイトトンボ類
る い

より尾
お

が長い。池
の近くで見られ、水

す い

域
い き

近くを離
は な

れることはない。

オオモノサシトンボ

●モノサシトンボ科　●体長：42㎜前後　●出現期：６月～ 9月中旬　
●分布：福島県と新潟県の一部、関東地方

　腹
ふ く

部
ぶ

はやや光
こ う

沢
た く

があり、「ものさし」の目
め

盛
も

りのような
白く細い帯がある。体の背

は い

面
め ん

は黒色で、腹面は黄
お う

褐
か っ

色
しょく

か
ら淡

あ わ

い水色。とくにオスはあしの白い部分がよく目立つ。
他のイトトンボ類

る い

より尾
お

が長い。池や流
りゅう

水
す い

域
い き

の近くで見
られ、若

わ か

いものはやぶの深くまで入り込
こ

む。

モノサシトンボ

●モノサシトンボ科　●体長：42㎜前後　●出現期：5月上旬～ 10 月
下旬　●分布：北海道・本州・四国・九州

環
かん
境
きょう

省
しょう
：絶
ぜつ
滅
めつ
危
き
惧
ぐ
Ⅰ類
るい

モノサシトンボ科
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　体は全体にあざやかな黄色で、成
せ い

熟
じゅく

がすすむと胸
きょう

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

が緑色になる。とくにオスでは腹
ふ く

部
ぶ

の７節以
い

降
こう

の
背面が黒いのが目立つ。水田や湿

し っ

地
ち

、水生植物の多い池
の岸部などで見られ、あまり水

す い

域
い き

を離
は な

れることはない。

キイトトンボ

●イトトンボ科　●体長：38㎜前後　●出現期：５月上旬～ 10月下旬
●分布：本州・四国・九州

　オスの頭部や胸
きょう

部
ぶ

はくすんだ紅
べ に

色
い ろ

だが、腹
ふ く

部
ぶ

はあざや
かな紅色をしている。メスの頭部や胸部はうすい緑色で、
腹部は若

わ か

いときは緑がかった褐
か っ

色
しょく

で、成
せ い

熟
じゅく

すると黄色み
がでる。湿

し っ

地
ち

の植物が多い池や沼
ぬ ま

、流れのない水路など
で見られ、あまり水

す い

域
い き

を離
は な

れることはない。

ベニイトトンボ

●イトトンボ科　●体長：36㎜前後　●出現期：５月下旬～ 10月
●分布：本州（宮城、関東、東海、近畿、山口）・四国（高知）・九州

環
かん
境
きょう

省
しょう
：絶
ぜつ
滅
めつ
危
き
惧
ぐ
Ⅱ類
るい

イトトンボ科
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　若
わか

いオスは体がくすんだうすい緑色から青色で、成
せ い

熟
じゅく

すると胸
きょう

部
ぶ

の側面などがあざやかな青色になる。メスは
赤みが強く、成熟すると暗

あん

赤
せ き

色
しょく

になる。腹
ふ く

部
ぶ

の背
は い

面
めん

は黒
いが、オスは８節の全体が青く、メスでは１・２節の前の
方が黒くない。池や沼

ぬま

などで見られる。

アオモンイトトンボ

●イトトンボ科　●体長：32㎜前後　●出現期：4月上旬〜 11 月中旬
●分布：本州（岩手、福島、関東 - 新潟以西）・四国・九州

　若
わか

いオスは体がくすんだ緑色で、成
せい

熟
じゅく

すると胸
きょう

部
ぶ

の側
面などがあざやかな青色になる。メスは赤みが強く、成熟
すると全体にくすんだ緑色になる。腹

ふ く

部
ぶ

の背
はい

面
めん

は黒く、オ
スは９・10 節の一部が青い。池や水たまりで見られ、若い
個

こ

体
た い

は水
す い

域
いき

を離
はな

れた場所でも見られる。

アジアイトトンボ

●イトトンボ科　●体長：29㎜前後　●出現期：4月上旬～ 10 月下旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

連結中のオス（上）とメス（下）

オス腹
ふく
部
ぶ
の先
せん
端
たん
　アジアイトトン

ボ（上）、アオモンイトトンボ（下）

8節

イトトンボ科
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　若
わ か

いオスは体が黄緑色、メスはうすいオレンジ色で、
背
は い

面
め ん

は黒い。成
せ い

熟
じゅく

したオスは７節から 10 節があざやか
なオレンジ色に、メスでは全体にうすい緑色になる。休

きゅう

耕
こ う

田
でん

や湿
し っ

地
ち

などで見られ、あまり水
す い

域
い き

を離
は な

れることはな
い。

モートンイトトンボ

●イトトンボ科　●体長：25㎜前後　●出現期：5月中旬～９月
●分布：北海道（南端のみ）・本州・四国・九州

　とくに腹
ふ く

部
ぶ

は細長く、若
わ か

い個
こ

体
た い

の体はくすんだうすい
緑色から青色で背

は い

面
め ん

が黒い。成
せ い

熟
じゅく

したオスは胸
きょう

部
ぶ

の側
面や腹部の８・９節があざやかなこい青色。それぞれの
節の間の青い帯も目立つ。休

きゅう

耕
こ う

田
でん

や湿
し っ

地
ち

などで見られ、
水
す い

域
い き

から離
は な

れた場所でも見られる。

ホソミイトトンボ

●イトトンボ科　●体長：33㎜前後　●出現期：一年中（幼虫期は 6月
下旬〜 8月上旬）　●分布：本州（関東以南）・四国・九州

環
かん
境
きょう

省
しょう
： 準
じゅん
絶
ぜつ
滅
めつ
危
き
惧
ぐ

イトトンボ科

27



　若
わか

い個
こ

体
た い

は明るい緑色から青色で、成
せい

熟
じゅく

したオスは胸
きょう

部
ぶ

の側面や腹
ふ く

部
ぶ

の８節より先があざやかな青色になる。
オスでは腹部のそれぞれの節の間にあざやかな青い帯が
目立つ。クロイトトンボより、眼の後ろの紋

もん

が大きい。休
きゅう

耕
こ う

田
でん

、湿
し っ

地
ち

などで見られ、あまり水
す い

域
い き

を離
は な

れることはない。

オオイトトンボ

●イトトンボ科　●体長：36㎜前後　●出現期：4月中旬～ 10 月
●分布：北海道・本州・四国・九州

　若
わ か

い個
こ

体
た い

はくすんだうすい緑色から青色で、成
せ い

熟
じゅく

する
と全体に黒っぽくなり、オスでは胸

きょう

部
ぶ

の側面や腹
ふ く

部
ぶ

の８・
９節が暗い青色になる。腹部の背

は い

面
め ん

は黒く、それぞれ節
の間にある白い帯はほとんど目立たない。池や沼

ぬ ま

などで
見られ、あまり水

す い

域
い き

を離
は な

れることはない。

クロイトトンボ

●イトトンボ科　●体長：33㎜前後　●出現期：5月下旬～ 11 月上旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

クロイトトンボ（上）と、オオイ

トトンボ（下）の眼の後ろの紋
もん

成
せい
熟
じゅく
したオス

幼
よう
虫
ちゅう

連結産卵中のオスとメス

イトトンボ科
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　サナエトンボやヤンマの仲
間は、トンボの中でも大型で
がっちりした体をしている。は
ねと腹

ふく

部
ぶ

（尾
お

）はほぼ同じ長さ。
　サナエトンボは止まるとき
体を水平にしているが、ヤン
マやヤマトンボ（エゾトンボ
科）などは、ぶら下がって止
まる習

しゅう

性
せい

がある。
　幼

よう

虫
ちゅう

は、種
しゅ

によっていろい
ろな水

すい

域
いき

で生活するが、ヤン
マ類は水草のしげみを好む。

サナエやヤンマの仲間（不
ふ

均
き ん

翅
し

亜
あ

目
も く

Ⅰ）

　世界中のトンボは、均
きん

翅
し

亜
あ

目
もく

と不
ふ

均
きん

翅
し

亜
あ

目
もく

のどちらかに
分けられますが、日本とヒマ
ラヤにそれぞれ１種ずつ生息
しているムカシトンボは、ど
ちらにも入らない「ムカシト
ンボ亜目」です。
　一見、小型のサナエトンボ
のようですが、「4 枚のはね
の付け根の形に差がなく、止
まるとき４枚のはねを重ねて
止まる」ところはイトトンボの仲間に、「頭が大きいところ」
はサナエやオニヤンマに似ていて、「止まるとき」はヤンマ
のようにぶら下がります。

コラム 生きている化石「ムカシトンボ」

体長：36-40mm。出現期：４月下旬から７月下
旬（５月上中旬が多い）。分布：北海道、本州、
四国、九州。幼虫は山間の森林に囲まれた冷た
い流れに生息する。
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　シオカラトンボよりかなり大きく、オニヤンマより小さい。
体は黒色で、オスは胸

きょう

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

や側面、腹
ふ く

部
ぶ

の前方の背
面や側面に黄色から淡

あわ

い緑白色の部分がある。メスの多く
はこの部分が黄色で、腹部は背面と前方の側面が黄色。流

りゅう

水
すい

域
いき

近くの植物の葉や石の上などに水平に止まる。

ヤマサナエ

●サナエトンボ科　●体長：62-70㎜　●出現期：４月上旬～ 8月中旬
●分布：本州・四国・九州

　シオカラトンボよりかなり小さい。体は黒色で、オス
は胸

きょう

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

や側面、腹
ふ く

部
ぶ

の前方の背面や側面に黄色
からうすい緑色をした部分がある。メスの多くはこの部
分が黄色で、腹部は背面と腹

ふ く

面
め ん

が黄色。止
し

水
す い

域
い き

近くの植
物の葉や石の上などに水平に止まる。

コサナエ

●サナエトンボ科　●体長：42㎜前後　●出現期：4月下旬～７月
●分布：北海道・本州

幼
よう
虫
ちゅう

幼
よう
虫
ちゅう

サナエトンボ科
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　オニヤンマより小さく、頭が小さい。体は黒色で、胸
きょう

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

や側面、腹
ふ く

部
ぶ

の付け根とそれぞれの節の前方に
黄色からうすい緑色の部分がある。上から見るとオスの
腹部は８節より先が太く、メスではオニヤンマより全体
に太い。石の上や地面などに水平に止まる。

コオニヤンマ

●サナエトンボ科　●体長：85㎜前後　●出現期：5月上旬～ 9月中旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

　オニヤンマよりかなり小さく、腹
ふ く

部
ぶ

が細い。とくに腹部
の８節がウチワ状に広がる。体は黒色で、胸

む ね

の背
は い

面
めん

や側面、
腹部の付け根とそれぞれの節の背面前方に黄色からうす
い緑色の部分がある。開放水面の広い池などの水面から
突

つ

き出
だ

した棒
ぼ う

や枝
え だ

の先に、体を水平にして止まる。

ウチワヤンマ

●サナエトンボ科　●体長：70㎜前後　●出現期：6月上旬～ 9月
●分布：本州・四国・九州

幼
よう
虫
ちゅう

幼
よう
虫
ちゅう

サナエトンボ科
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　オニヤンマによくにていて、黒い体に黄色いトラのよ
うなしま模

も

様
よ う

がある小型のヤンマ。オニヤンマよりずっ
と小さく、黄色の帯も少し緑色がかっている。林に近い
小さな川や水路の流れの上を飛び回り、こずえにぶら下
がって止まることが多い。

ミルンヤンマ

●ヤンマ科　●体長：70-75㎜　●出現期：6月～ 11 月中旬
●分布：北海道（一部）・本州・四国・九州

　体は黒色で、胸
きょう

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

や側面、腹
ふ く

部
ぶ

の付け根と腹
部のそれぞれの節の前方に黄色の部分がある。上から見
た腹部は付け根からいったん細くなり、８節あたりでゆ
るやかに太くなる。メスは、腹部８節の腹

ふ く

面
め ん

から針のよ
うな太い突

と っ

起
き

が出ている。葉や枝
え だ

にぶら下がって止まる。

オニヤンマ

●オニヤンマ科　●体長：95-100㎜前後　●出現期：6月中旬～ 10 月
中旬　●分布：北海道・本州・四国・九州

オニヤンマ ミルンヤンマ

大きさのちがい

幼
よう
虫
ちゅう

オニヤンマ科／ヤンマ科
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　胸
むね

の側面や腹
ふく

部
ぶ

の付け根は赤みのある灰
はい

色
いろ

からくすん
だ緑色で、腹部はほとんどが黒く、背

はい

面
めん

から見るとくす
んだ緑色の小さな斑

はん

点
てん

がならぶ。腹部の先にある尾
び

部
ぶ

付
属器は細長く、よく目立つ。夕

ゆう

暮
ぐ

れに家の中に飛
と

び込
こ

ん
できて、窓

まど

ガラスに止まることがある。

カトリヤンマ

●ヤンマ科　●体長：70㎜前後　●出現期：6月中旬～ 11月
●分布：北海道（南端のみ）・本州・四国・九州

　体は全体に黒く、胸
むね

や腹
ふく

部
ぶ

の黄色い帯はオニヤンマほ
ど目立たない。背

はい

面
めん

から見ると黄色い帯はとても細く、
腹面から見ると斑

はん

点
てん

に見える。腹部の３節のくびれが目
立つのが特

とく

徴
ちょう

。林に囲まれた木かげの多い流
りゅう

水
すい

域
いき

あたり
で見られる。

コシボソヤンマ

●ヤンマ科　●体長：80㎜前後　●出現期：６月上旬～ 9月中旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

上から見たオス尾
び
部
ぶ
付
ふ
属
ぞく
器
き

横から見たオス尾部付属器

幼
よう
虫
ちゅう

ヤンマ科
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　体は黒く、横から見ると胸
きょう

部
ぶ

や腹
ふ く

部
ぶ

の下半分には黄色
から緑色の斑

は ん

紋
も ん

がある。腹部は背
は い

面
め ん

から見ると黄色から
緑色の小さな斑

は ん

点
て ん

が左右に二つずつならんで見える。ヨ
シやガマが密

み っ

生
せ い

している湿
し っ

地
ち

やため池に生息し、夕方に
なると湿地の上空を飛び回る。

ネアカヨシヤンマ

●ヤンマ科　●体長：75㎜前後　●出現期：6月～９月上旬
●分布：本州（新潟 - 茨城以西）・四国・九州

　シオカラトンボより一回り大きい小型のヤンマ。体は黒く、
胸
きょう

部
ぶ

や腹
ふく

部
ぶ

には黄色から黄緑色の斑
はん

紋
もん

がある。背
はい

面
めん

から見
ると斑紋が左右に二つずつならんで見える。林の際

きわ

にある池
や水田が放置されて陸地化がすすみ、ハンノキやヤナギが生

は

えてきたような湿
しっ

地
ち

の上空をパトロールするように飛ぶ。

サラサヤンマ

●ヤンマ科　●体長：60㎜前後　●出現期：5月中旬～７月下旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

オニヤンマ

はねの付け根の赤い部分

大きさのちがい
サラサヤンマ

環
かん
境
きょう

省
しょう
： 準
じゅん
絶
ぜつ
滅
めつ
危
き
惧
ぐ

ヤンマ科
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　胸
きょう

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

や腹
ふ く

部
ぶ

の付け根は緑色、それ以外の腹部
は茶色から黒色で、側面に茶色からうす緑の斑

は ん

点
て ん

がある。
若
わ か

いときははねが透
と う

明
めい

で、成
せ い

熟
じゅく

すると中央部分が茶色く
にごる。開放的な水面の多い池などの上空をパトロール
するように飛ぶ。

ギンヤンマ

●ヤンマ科　●体長：75㎜前後　●出現期：4月～ 10 月下旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

　胸
きょう

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

や腹
ふ く

部
ぶ

の付け根はくすんだ黄色から緑色。
それ以外の腹部は黒色で、背

は い

面
め ん

や側面にはうすい緑色か
ら水色の斑

は ん

点
て ん

がある。胸の側面には目立つ黒い斜
な な

めのス
ジがある。春になるとギンヤンマより早く現

あらわ

れ、標高が
高く、寒冷な地

ち い

域
き

にも生息する。

クロスジギンヤンマ

●ヤンマ科　●体長：75㎜前後　●出現期：4月～ 8月
●分布：本州・四国・九州

産卵中のメス

幼
よう
虫
ちゅう

ギンヤンマ

産卵中のメス

クロスジギンヤンマ

胸
きょう
部
ぶ
の

模
も
様
よう

ヤンマ科
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　コヤマトンボによく似ているが、一回り大きい。体の
色や特

とく

徴
ちょう

はコヤマトンボと同じ。顔面には上下に２本の
黄色い横帯があるが、コヤマトンボはこの帯は１本だけ
（上の写真）。開放的な水面の広い池などで、水面近くを
飛び回っているのをよく見かける。

オオヤマトンボ

●エゾトンボ科　●体長：85㎜前後　●出現期：5月～ 10 月
●分布：北海道・本州・四国・九州

　黒い体に黄色いトラのようなしま模
も

様
よう

があり、オニヤ
ンマによくにている。胸

きょう

部
ぶ

は小さな毛でおおわれ、オス
は腹

ふく

部
ぶ

の７節から９節のふくらみが目立つ。丘
きゅう

陵
りょう

や低い
山地のじゃり底の川に生息するが、ため池で見かけるこ
ともある。

コヤマトンボ

●エゾトンボ科　●体長：75㎜前後　●出現期：4月下旬～ 8月
●分布：本州・四国・九州

コヤマトンボ

幼
よう
虫
ちゅう

オオヤマトンボ

顔面の黄色い横帯

エゾトンボ科
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　トンボ科はトンボ全体の中
で最も種類の多いグループ
で、中型の種類が多い。はね
は腹

ふく

部
ぶ

（尾
お

）より長い。
　止まるとき体を水平にして
地面や葉の上、枝

えだ

先などに止
まったり、尾を斜

なな

め下にして
枝や茎

くき

に止まる種もいる。
　幼

よう

虫
ちゅう

は上から見ると体全体
が短く、腹部も幅広い。

トンボ科（不
ふ

均
き ん

翅
し

亜
あ

目
も く

Ⅱ）

　トンボ科の中には、「色
しき

彩
さい

がきれ
いなオス」「地味なメス」とすぐに
見分けられる種があります。シオカ
ラトンボやアカトンボの仲間などで
す。しかし、オスとメスが同じよう

な色や模
も

様
よう

の
場合、一目で
見分けるのにはどうしたらよいでしょ
う。 
　トンボのオスは、腹

ふく

部
ぶ

（尾
お

）の付け
根にあたる腹部第 2、3 節の腹

ふく

面
めん

に小
さな突

と

起
っき

があり、メスにはこれがあり
ません。止まっているトンボでも、横
からよく見ると見分けられます。

コラム トンボのオスとメス

シオカラトンボのオス

シオカラトンボのメス

メス

オス
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　ヨツボシトンボににている。若
わか

いときは全身が茶
ちゃ

褐
かっ

色
しょく

で、
成
せ い

熟
じゅく

すると黒っぽくなる。はねは透
とう

明
めい

で、付け根や前側の
縁
ふち

の中央部、また縁
えん

紋
もん

のあたりに黒い部分がある。かつて
は各地のため池などにいたが、今では「国内希少野生動
植物種」に指定され、採

さい

集
しゅう

が禁
きん

止
し

されている。

ベッコウトンボ

●トンボ科　●体長：37-45㎜前後　●出現期：4月上旬～ 6月
●分布：本州（静岡、東海以西）・四国・九州

　シオカラトンボより少し小さく、はねの長さに対して
腹
ふ く

部
ぶ

が太くて短い。全身が黒っぽい金色で、胸
きょう

部
ぶ

は細か
い毛でおおわれている。はねは透

と う

明
めい

で、後ばねの付け根
あたりと、はねの前側の縁

ふ ち

中心部に黒い点がある。春早
くから植物のよくしげった池や沼

ぬ ま

で見られる。

ヨツボシトンボ

●トンボ科　●体長：45㎜前後　●出現期：4月中旬～ 8月
●分布：北海道・本州・四国・九州

羽化のようす

ベッコウトンボの分布

■現
げん
在
ざい
分
ぶん
布
ぷ
している

■過
か
去
こ
の分布記録がある

□分布記録がない

環
かん
境
きょう

省
しょう
：絶
ぜつ
滅
めつ
危
き
惧
ぐ
Ⅰ類
るい

トンボ科
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　はねの長さに対して、腹
ふ く

部
ぶ

が短くて幅
は ば

が広い。若
わ か

い個
こ

体
た い

とメスは全体に黄
お う

褐
か っ

色
しょく

で、黒いまだら模
も

様
よ う

がある。オ
スは成

せ い

熟
じゅく

すると胸
きょう

部
ぶ

の全体が黒ずんでくるとともに、腹
ふ く

部
ぶ

は全体に黒くなり、やがて青白い粉をまとうようにな
る。

ハラビロトンボ

●トンボ科　●体長：32㎜前後　●出現期：4月～ 10 月
●分布：北海道（一部）・本州・四国・九州

　体の腹
ふ く

面
め ん

は黒色で、胸
きょう

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

に一対、側面に二対
の黄色くて太い帯がある。腹

ふ く

部
ぶ

は黒と黄色のまだら模
も

様
よ う

である。オスは成
せ い

熟
じゅく

するにしたがって、胸
む ね

の黄色い部分
と腹部の全体に青白い粉をまとい、白っぽいトンボにな
る。田植えの時期に水田や湿

し

地
っ ち

でよく見られる。

シオヤトンボ

●トンボ科　●体長：42㎜前後　●出現期：4月～ 8月
●分布：北海道・本州・四国・九州

若
わか
いメス（上）、成

せい
熟
じゅく
したオス（下）

成熟した青いオス

トンボ科
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　胸
きょう

部
ぶ

が黒く、背
は い

面
め ん

と側面に黄色くて幅
は ば

広い帯があり、
腹
ふ く

部
ぶ

の付け根あたりも黄色い。オスは成
せ い

熟
じゅく

するにした
がって、腹部の先をのぞいた全身にシオカラトンボより
もこい青白い粉をまとうようになる。はねは全体が透

と う

明
めい

で、先部分と後ばねの付け根部分が黒い。

オオシオカラトンボ

●トンボ科　●体長：50-57㎜　●出現期：5月中旬～ 10 月
●分布：北海道・本州・四国・九州

　若
わか

い個
こ

体
た い

やメスは、体全体が麦わら色で「ムギワラトン
ボ」ともよばれる。オスは成熟するにしたがって、腹

ふ く

部
ぶ

の
先の黒色部分（体長の 1/3 ほど）をのぞき、全身に青白い
粉をまとい、そのようすから「塩

し お

辛
から

トンボ」と呼ばれる。は
ねは透

とう

明
めい

だが、成熟すると先の方からうすい褐
かっ

色
しょく

になる。

シオカラトンボ

●トンボ科　●体長：50-55㎜　●出現期：4月～ 10 月
●分布：北海道・本州・四国・九州

トンボ科
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　若
わ か

い個
こ

体
た い

は全身がくすんだ黄色。オスは成熟すると全
身が赤くなり、とくに腹

ふ く

部
ぶ

はあざやかな赤色になる。は
ねは透

と う

明
めい

だが、付け根部分だけはくすんだ黄色である。
開放的な水面が広い水田や池に生息し、都市公園の池な
どでも見られる。

ショウジョウトンボ

●トンボ科　●体長：48㎜前後　●出現期：4月～ 10 月
●分布：北海道（南端のみ）・本州・四国・九州

　日本で最も小さなトンボ。オスは成
せい

熟
じゅく

すると全身が赤
くなる。メスは全身が暗

あん

褐
か っ

色
しょく

で、黄色いしま模
も

様
よ う

がある。
草たけの低い湿

しっ

地
ち

などで生息するが、見られる期間が短
く、しかも小さな体なので目立たない。とくに地味な色の
メスが飛び立つと小さなアブのように見える。

ハッチョウトンボ

●トンボ科　●体長：18㎜前後　●出現期：5月中旬～ 9月
●分布：本州・四国・九州

トンボ科
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　ほぼ全身が黒色で、若
わ か

い個
こ

体
た い

とメスは腹
ふ く

部
ぶ

の付け根
部分が黄色く、成熟したオスは白くなる。はねは透

と う

明
めい

で、後ばねの付け根あたりが黒く、成熟した個体では 
はねの先も黒くなる。開放的な水面の多い池などに生息
し、都市公園や学校の池などでも見られる。

コシアキトンボ

●トンボ科　●体長：40-45㎜　●出現期：5月～ 10 月中旬
●分布：本州・四国・九州

　オスの腹
ふ く

部
ぶ

は黒色で、うすく青白い粉をまとい、メス
は黄色で、黒い帯

お び

模
も

様
よ う

がある。成
せ い

熟
じゅく

すると腹部の先の黒
色部分を残して、全身に青白い粉をまとって「粉

こ

吹
ふ

きト
ンボ」になる。ふつうはねは透

と う

明
めい

だが、メスの中には付
け根が朱

し ゅ

色
い ろ

で、先の方に黒い帯があるものがいる。

コフキトンボ

●トンボ科　●体長：40㎜前後　●出現期：5月～ 10 月
分布：北海道（一部）・本州・四国・九州

はねに黒い帯があるメス

腹
ふく
部
ぶ
の模
も
様
よう
　オス（左）、メス（右）

トンボ科
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　若
わ か

い個
こ

体
た い

は全身が黄
お う

褐
か っ

色
しょく

。成熟すると腹
ふ く

部
ぶ

全体が背
は い

面
め ん

から赤くなるが、頭部や胸
きょう

部
ぶ

は黄褐色が強くなる。は
ねは先まで透

と う

明
めい

で、胸部を横から見ると中央の黒い帯が
はねに向かうにしたがって細くなっている（矢印）。ナツ
アカネとともに「赤トンボ」の代表種。

アキアカネ

●トンボ科　●体長：40㎜前後　●出現期：６月～ 11月
●分布：北海道・本州・四国・九州

　アキアカネより少し小さい。オスは成
せ い

熟
じゅく

すると全身が
赤くなり、メスは腹

ふ く

部
ぶ

の背
は い

面
め ん

が赤くなる。はねは先まで
透
と う

明
めい

で、胸
きょう

部
ぶ

を横から見ると中央の黒い帯がはねの方に
向かうにしたがって細くならず、途

と

中
ちゅう

で終わっている（矢
印）。

ナツアカネ

●トンボ科　●体長：38㎜前後　●出現期：7月～ 11 月上旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

若
わか
いメス（上）、胸

きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう
（下）

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

トンボ科
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　アキアカネとほぼ同じ大きさで、オスは成
せ い

熟
じゅく

すると腹
ふ く

部
ぶ

が全体に赤くなり、胸
きょう

部
ぶ

は茶色っぽくなる。はねは縁
え ん

紋
も ん

から先が黒く、胸部を横から見ると中央の黒い帯は太
いままはねの方まで伸

の

びているが、はねの付け根までは
達していない（矢印）。

リスアカネ

●トンボ科　●体長：40㎜前後　●出現期：7月～ 10 月
●分布：本州・四国・九州

　アキアカネより少し大きい。成
せ い

熟
じゅく

すると腹
ふ く

部
ぶ

から少し
ずつ赤くなるが、他の種にくらべるとあざやかさに欠け
る。はねは縁

え ん

紋
も ん

から先が黒く、胸
きょう

部
ぶ

を横から見ると中
央の黒い帯は太いままはねの付け根まで達している（矢
印）。

ノシメトンボ

●トンボ科　●体長：45㎜前後　●出現期：7月～ 10 月
●分布：北海道・本州・四国・九州

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

トンボ科
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　アキアカネとほぼ同じ大きさで、オスは成
せ い

熟
じゅく

すると全
身が赤くなる。はねは縁

え ん

紋
も ん

から先が黒く、胸
きょう

部
ぶ

を横から
見ると中央の黒い帯ははねの方に向けてやや細くなって
いて、はねの付け根の手前で後方の黒帯につながってい
る（矢印）。

コノシメトンボ

●トンボ科　●体長：40㎜前後　●出現期：7月～ 10 月
●分布：北海道・本州・四国・九州

　アキアカネより少し小さい。オスは成
せ い

熟
じゅく

すると全身が
赤くなる。はねには縁

え ん

紋
も ん

あたりに黒い帯があり、その先
は透

と う

明
めい

になっているが、やがてこの帯も成熟すると赤茶
色になる。胸

きょう

部
ぶ

は横から見ると目立った黒い帯や斑
は ん

点
て ん

は
ない。

ミヤマアカネ

●トンボ科　●体長：34㎜前後　●出現期：7月～ 11 月
●分布：北海道・本州・四国・九州

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

トンボ科
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　マユタテアカネより少し小さい。成
せ い

熟
じゅく

すると額
ひたい

はあざ
やかな青白色になる。オスは成熟すると腹

ふ く

部
ぶ

全体が赤く
なり、胸

きょう

部
ぶ

は黄
お う

褐
か っ

色
しょく

になる。はねは先まで透
と う

明
めい

で、胸部
は横から見ると目立った帯はなく、小さな黒点が少しあ
る。

ヒメアカネ

●トンボ科　●体長：34㎜前後　●出現期：7月下旬～ 11 月中旬
●分布：北海道（一部）・本州・四国・九州

　アキアカネより少し小さい。オスは成
せ い

熟
じゅく

すると腹
ふ く

部
ぶ

全
体が赤くなり、胸

きょう

部
ぶ

は茶色っぽくなる。額
ひたい

には一対の
黒い斑

は ん

紋
も ん

（まゆ）がある（下のヒメアカネの写真参照）。
はねは先まで透

と う

明
めい

だが、メスの中には縁
え ん

紋
も ん

より先が黒い
個

こ

体
た い

もいる。オスは腹部の先の突
と っ

起
き

がそり返っている。

マユタテアカネ

●トンボ科　●体長：35㎜前後　●出現期：7月中旬～ 11 月中旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

メスのはねの先（上）、 胸
きょう
部
ぶ
の模
も

様
よう
（下）

マユタテアカネヒメアカネ

トンボ科
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　マユタテアカネより少し小さい。成
せ い

熟
じゅく

すると額
ひたい

はあざ
やかな青緑色になる。オスは成熟すると腹

ふ く

部
ぶ

全体が赤く
なり、胸

きょう

部
ぶ

は黄
お う

褐
か っ

色
しょく

になる。はねは先まで透
と う

明
めい

で、胸部
は横から見ると不完全な黒い帯が３〜４列ならんでいる

（矢印）。

マイコアカネ

●トンボ科　●体長：34㎜前後　●出現期：7月中旬～ 11 月中旬
●分布：北海道（一部）・本州・四国・九州

　アキアカネより少し大きい。全体的にアキアカネによ
くにている。はねは透

と う

明
めい

だが、付け根や前の縁
ふ ち

の部分が
うすい黄色。あしは黒色で、すねの部分だけが黄

お う

褐
か っ

色
しょく

。
関東から中部にかけての範

は ん

囲
い

には生息していないという
変わった分

ぶ ん

布
ぷ

をしている。

タイリクアカネ

●トンボ科　●体長：45㎜前後　●出現期：6月中旬～ 10 月
●分布：北海道・本州（青森、福島、富山、石川、近畿以西）・四国・九州

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

あしの色

黄
おう
褐
かっ
色
しょく

黒

トンボ科
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　アキアカネより少し大きい。全身がうすい褐
か っ

色
しょく

で、オ
スは成

せ い

熟
じゅく

すると黒ずんでくる。前後のはねとも全体にく
すんだうすい黄色であるが、成

せ い

熟
じゅく

するにしたがって前
ぜ ん

縁
え ん

の部分をのぞいて少しずつ透
と う

明
めい

になってくる。体は全体
にあまり赤くならない。

オオキトンボ

●トンボ科　●体長：42-52㎜　●出現期：７月～ 11月中旬
●分布：本州・四国・九州

　アキアカネより少し大きい。全身うすい褐
かっ

色
しょく

で、オスは
成
せ い

熟
じゅく

すると腹
ふ く

部
ぶ

全体が赤くなり、胸
きょう

部
ぶ

は褐色になる。前後
のはねともに前

ぜん

縁
え ん

と付け根の半分ほどがうすい黄色で、成
せい

熟
じゅく

するにしたがって赤みをおびる。胸部は横から見ると目
立った帯がなく、小さな黒点が少しある（矢印）。

キトンボ

●トンボ科　●体長：42㎜前後　●出現期：8月～ 11 月
●分布：北海道・本州・四国・九州

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

胸
きょう
部
ぶ
の模
も
様
よう

環
かん
境
きょう

省
しょう
：絶
ぜつ
滅
めつ
危
き
惧
ぐ
Ⅰ類
るい

トンボ科
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　アキアカネより少し大きい。全身がうすい褐
かっ

色
しょく

で、オス
は秋になると腹

ふ く

部
ぶ

の背
はい

面
めん

から少しずつ赤くなる。はねは全
体に透

とう

明
めい

だが、成
せい

熟
じゅく

すると中央部がうすく黄色みを帯びる。
また、後ばねの付け根の幅

はば

が他の種に比べて広い。暑い日
中に地表 1.5 〜 2m あたりの上空を飛ぶことが多い。

ウスバキトンボ

●トンボ科　●体長：45㎜前後　●出現期：6月中旬〜 11 月中旬
●分布：北海道・本州・四国・九州

　全身は黒色でやや光
こ う

沢
た く

があり、はねの大きさに比べる
と体が短い。はねは前後とも先の部分をのぞくとやや青
緑色の光沢をもった黒色で、後ばねの方が広い。水草の
しげったため池などの上空をチョウのようにひらひらと
飛び、時には大きな群

む

れをつくっている。

チョウトンボ

●トンボ科　●体長：35㎜前後　●出現期：6月下旬～ 9月
●分布：本州・四国・九州

成虫

幼
よう
虫
ちゅう

茶色いはねのメス

トンボ科
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トンボのすむ生息環
か ん

境
きょう

■田んぼ
よく手入れがされ、米などの作
物が作られている田んぼ

■アオイトトンボ科
　オオアオイトトンボ
　ホソミオツネントンボ
■イトトンボ科
　アジアイトトンボ
　アオモンイトトンボ
　モートンイトトンボ

■ヤンマ科
　カトリヤンマ
　ギンヤンマ

■トンボ科　
　ハラビロトンボ
　シオヤトンボ
　シオカラトンボ
　ショウジョウトンボ
　アキアカネ
　ナツアカネ
　ノシメトンボ
　マユタテアカネ
　ウスバキトンボ

■水路・川
水路や川などの流れの近く

■カワトンボ科
　ハグロトンボ
　ニホンカワトンボ
　ミヤマカワトンボ
■モノサシトンボ科
　オオモノサシトンボ
■オニヤンマ科
　オニヤンマ

■エゾトンボ科
　コヤマトンボ
■ヤンマ科
　ミルンヤンマ
　コシボソヤンマ
■イトトンボ科
　アオモンイトトンボ

■トンボ科　
　シオカラトンボ
　ミヤマアカネ
　ウスバキトンボ
■サナエトンボ科
　ヤマサナエ
　コオニヤンマ
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■池・沼
ぬま

・湖
ため池や沼、湖など近く

■�この図鑑にのっている
イトトンボ科の全て
■モノサシトンボ科
　モノサシトンボ
　オオモノサシトンボ
■サナエトンボ科
　コサナエ
　ウチワヤンマ
■ヤンマ科
　カトリヤンマ
　ネアカヨシヤンマ
　ギンヤンマ
　クロスジギンヤンマ
■エゾトンボ科
　オオヤマトンボ

■トンボ科
　ヨツボシトンボ
　ベッコウトンボ
　ハラビロトンボ
　シオカラトンボ
　ショウジョウトンボ
　コフキトンボ
　コシアキトンボ
　アキアカネ
　ナツアカネ
　ノシメトンボ
　リスアカネ

　コノシメトンボ
　マユタテアカネ
　マイコアカネ
　タイリクアカネ
　キトンボ
　オオキトンボ
　ウスバキトンボ
　チョウトンボ

■湿
しっ

地
ち

・休
きゅう

耕
こう

田
でん

湿地や休耕田など浅い溜
た

まりや
湿った所の近く

■�この図鑑にのっている
アオイトトンボ科、�
イトトンボ科の全て
■サナエトンボ科
　コサナエ
■ヤンマ科
　カトリヤンマ
　サラサヤンマ
　ネアカヨシヤンマ
　ギンヤンマ
　クロスジギンヤンマ

■トンボ科
　ヨツボシトンボ
　ベッコウトンボ
　ハラビロトンボ
　シオヤトンボ
　シオカラトンボ
　オオシオカラトンボ
　ショウジョウトンボ
　ハッチョウトンボ
　アキアカネ

　ナツアカネ
　ノシメトンボ
　リスアカネ
　コノシメトンボ
　マユタテアカネ
　ミヤマアカネ
　ヒメアカネ
　マイコアカネ
　ウスバキトンボ

トンボを見つけるには、それぞれのトンボのすんでいる生
せい

息
そく

域
いき

に行き、その中で、好んで生息する環境をさがすとよい。
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■水草や枯
か

れ枝
えだ

水の中のとくに水草や枯れ枝にしがみついている。

この図
ず

鑑
かん

にのっている、カワトンボ科、アオイトト
ンボ科、モノサシトンボ科、イトトンボ科の全種／
ヤンマ科のカトリヤンマ、コシボソヤンマ、ネアカ
ヨシヤンマ、ギンヤンマ、クロスジギンヤンマ

　ヤゴは水から離
はな

れてくらすことはない。同じ水の中で
も、ふだんいる場所はそれぞれの種でちがっている。

ヤゴのすみか

■水底
水の底や枯葉の下などにじっとしている。

コオニヤンマ、ウチワヤンマ、オオヤマトンボ、
ショウジョウトンボ、ウスバキトンボなど

■砂
すな

・泥
どろ

の中
水の底などの砂や泥の中にもぐっている。

■礫
れき

底
てい

 （写真中にヤゴはいない）
小
こ

礫
れき

の水底の石や岩につかまっている。

ヤンマ科のミルンヤンマ

サナエトンボ科のコサナエとヤマサナエ／オニヤン
マ科のオニヤンマ／ヤンマ科のサラサヤンマ／
この図鑑にのっているトンボ科のうち、ショウジョ
ウトンボとウスバキトンボをのぞく多くの種



53

　羽
う

化
か

殻
がら

をさがすときには次のような場所をさがしてみ
よう。羽化殻のある場所や羽化のようすは、種によって
だいたい決まっている。

羽化する場所とようす

ヤマサナエやウチワヤンマは石や杭
くい

、葉の上で水
すい

平
へい’

〜垂
すい

直
ちょく

の状
じょう

態
たい

になって羽
化する。

オオヤマトンボは水辺から少し陸を歩
いて、枝や葉に登って羽化する。３m
以上の木の上や建物の上の方まで登っ
て羽化することもある。

イトトンボ類やヤンマ類、トンボ科などの種は、岸の近くの細い枝や茎などに
登って羽化する。

コシアキトンボやコフキトンボ、
ウスバキトンボなどは、池や水路
のコンクリートの壁

かべ

に登って羽化
することもある。

人工的な垂直のものでも
羽化できる

水辺から離
はな

れた所

石や葉の上など

岸の細い枝や茎
くき

など
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ペアができると、産
さん

卵
らん

の
準
じゅん

備
び

に入る。

メスは水中で、水草の茎
くき

などに卵を産みつける。

卵は13〜 16日でふ化
する。

水路に暮
く

らすトンボの一生
ハグロトンボ

成
せい

熟
じゅく

すると水辺にもどる。
オスは水草の上などに止ま
り、縄

なわ

張
ば

りをつくる。



十分成熟すると、よく水草の茂った流れに戻って、

オスは水草の上などに止まって縄張りをつくりま

す。

ペアができると、産卵の準備に入ります。
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若いトンボは水辺から離
はな

れ、近くのうす暗い林の
中でえさをとり、成熟す
るまで過

す

ごす。

水がきれいで水草がある小川で暮らすトンボの代表はハグ
ロトンボ。近くに若

わか

い成虫が暮らす林があることも大切だ。

春の終わりから初夏に
かけて、水面や水

みず

際
ぎわ

の
草に登り、夜半から早朝
にかけて羽化する。

幼
よう

虫
ちゅう

は水生植物などに
つかまって生活する。
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池に暮
く

らすトンボの一生

産
さん

卵
らん

はオスとメスが連結したま
ま、水草や杭

くい

、やわらかい朽
く

ち
木などに行う。

夏に羽化した個体より、
秋に羽化した個体の方

が長
ちょう

距
きょ

離
り

を移
い

動
どう

する。 成
せい

熟
じゅく

すると水域にもどり、オ
スは開

かい

放
ほう

水
すい

面
めん

で５〜15mの
範
はん

囲
い

で縄
なわ

張
ば

りを張る。

若
わか

い個
こ

体
たい

は、羽化した
水
すい

域
いき

を離
はな

れ、遠方まで
飛んでいく。

ギンヤンマ
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水面が開けて水草のある池や沼
ぬま

に暮らすトンボの代表はギンヤ
ンマ。飛ぶのが得意で、都会の公園の池などにもくることがある。

卵は17、18日でふ化する。
幼虫は10〜 11カ月かけて
13回

かい

脱
だっ

皮
ぴ

し、終令になる。

春、水が温かくなると、幼虫
は水面から突

つ

き出
で

た杭や枝
えだ

、
草の茎

くき

などに登って、夜に羽
化する。

羽化した成虫は夜明け
とともに、近くの藪

やぶ

の中
に移動する。
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アキアカネ

田んぼに暮
く

らすトンボの一生

産
さん

卵
らん

はオスとメスが連結したまま
飛び、メスの腹部の先を水面や
湿
しめ

った泥
どろ

をたたくように行う。

卵のまま越
えっ

冬
とう

する。

日中の気温が 20〜 25度の場所で夏を
過
す

ごす。夏の終わりには羽化直後と比
くら

べ、
体重が２、３倍になっている。

平地が涼
すず

しくなるころ、何万、何十万と
いう群

む

れになって水域にもどってくる。
このころから、腹

ふく

部
ぶ

が赤くなり始める。
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浅い水辺で育つトンボの代表はアキアカネ。「赤とんぼ」とい
う唄

うた

にもなっているが、最近各地の田んぼから姿
すがた

を消している。

６月の終わりごろ、イネや畔
あぜ

の草に
登って羽化する。その後、１、２日は
水域近くで体が固まるのを待つ。

体が固まった成虫は水
すい

域
いき

近くの木立
に集まる。そこで４、５日えさをとり、
よく晴れた無風の日に高い山をめざし
て移

い

動
どう

する。

春になり、田んぼに水が入ると
ふ化する。幼

よう

虫
ちゅう

は２カ月半〜３
カ月かけて、成長し羽化する。
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田んぼで気をつけること
田んぼなどへ生きものの調査に行くときには、注意しな
ければならないことがいろいろあるので、きちんと覚え
て行こう。

あいさつしよう
田んぼは農家の人の仕事場だ。勝手に入らないようにしよう。田んぼや
水路に入るときは、農家の人に必ずあいさつしてからにしよう。仲よく
なるといろいろと教えてもらえるよ。

あぜをこわさないように気をつけよう
あぜをこわしたら水もれを起こしてしまうから、ふざけて崩

くず

したりしな
いように気をつけよう。

イネなどの作物を傷
きず

つけないようにしよう。
網を振るときや、イネについたヤゴの抜

ぬ

け殻
がら

をさがすときにはイネを傷
つけないように注意しよう。

ゴミは持ち帰ろう
田んぼのまわりにゴミ箱はないから、ゴミは自分で持ち帰ること。

生きもの調
ち ょ う

査
さ

の基
き

本
ほ ん

①
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使う道具について

虫
むし

捕
と

り網
あみ トンボを捕るには軽くて、振

ふ

りやすい虫捕り網がお
すすめ。

タモ網 水深が深いところでヤゴを捕
つか

まえるのに使う。
金魚網 水深が浅いところでヤゴを捕まえるのに使う。

小びん・小箱 羽
う

化
か

殻
がら

をこわさないように持ち帰るのによい。フィ
ルムケースや空のマッチ箱がちょうどいい大きさだ。

水路・川・ため池で気をつけること
水路や川、ため池には危

き

険
けん

なことが多いので、一人や子
どもたちだけで行かず、できるだけグループで行動する
か、大人についてもらおう。

長ぐつをはいて入ろう
水のある場所に入るときには、必ず長ぐつをはこう。

水に入るときは慎
しん

重
ちょう

に
流れのある、なしにかかわらず、水のある場所に入るときは、ゆっくり、
慎重に入ろう。水の流れやドロに足を取られて、転んでしまうことがあ
る。池は浅く見えても、ドロが深いから気をつけよう。それに川岸は傾

けい

斜
しゃ

していて滑
すべ

りやすいから注意しよう。

虫取り網
金魚網

小びん
（フィルムケース）

タモ網
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トンボの羽
う

化
か

殻
が ら

を調べてみよう
　トンボの成虫はすばやく、網

あみ

で捕
とら

えるのはとてもたい
へん。幼

よう

虫
ちゅう

もさがすには、水の中に網を入れてすくわな
ければならないし、採ったときに、傷

きず

つけたり殺してし
まったりするかもしれない。
　そこで、トンボを調べるには、羽化してしまった後の
羽化殻（抜

ぬ

け殻
がら

）を探してみるのがおすすめだ。羽化殻
なら、中にはトンボはいないので、傷つけたり殺してし
まったりする心配がない。持ち帰って、ゆっくり観察し
てみよう。

生きもの調
ち ょ う

査
さ

の基
き

本
ほ ん

②

　羽化殻は細い枝
えだ

や茎
くき

についていることが多いので、こわれないように
つかまっている枝や茎ごと切って採る。そのまま、小さなビンやマッチ
箱などに入れて持ち帰る。

■羽化殻の持ち帰り方

　羽化殻を見つけたら、そのときのデータをメモしておこう。
①�羽化殻が水面から何㎝の高さか、または水

みず

際
ぎわ

からどのくらい離
はな

れたと
ころにあったか。
②どんなものにつかまっていたか（石上や枯れ枝、茎など）。
③つかまっていたものの角度は水平から見てどのくらいか。
④明るい所かうす暗い所か。

■羽化殻のデータを記録する

※羽化殻の見つけ方はP53を参考に。
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●羽化殻を持って帰る
　持ち帰った羽化殻には、他の羽化殻とまざらないように、必ず
「採

さい

集
しゅう

場所」「採集した年月日」「採集者」を小さな紙に書き、羽化
殻といっしょにとっておく。
　羽化殻は、採ってきたばかりのときは固まっていて、不用意に触

さわ

るとこわれてしまうので気をつける。

●軟
なん

化
か

する（柔
やわ

らかくする）
　採ってきたときのまま保

ほ

管
かん

して
もいいが、標本として他の羽化殻
と比べてみるときは、形を整えよう。
採ってきた羽化殻は固くなってい
るので、まずは柔らかくしなくては
いけない。霧

きり

吹
ふ

きを使うか、小さ
な容
よう

器
き

（タッパーなど）を用意して、
水で湿

しめ

らせた綿
わた

やティッシュペー
パーを入れ、その上にそっと羽化
殻を置き、しばらく待つ。

●展足する（あしを整える）
　羽化殻がやわらかくなってきた
ら、あしなどの形をピンセットで整
える。

●貼
は

り付
つ

ける
　半日ほど乾燥させれば形の整っ
た標本の完成。その後は、保管用
のケースや虫ピンを刺した台紙な
どに貼り付け、必ず採集場所、採
集した年月日、採集者を書いたラ
ベルといっしょにしておく。

　標本を残しておくと、いつ、
どこに、どんなトンボがいたか分
かる重要な証

しょう

拠
こ

となる。あとで
名前を調べたり、他の羽

う

化
か

殻
がら

と
比べることもできるので、標本
作りにも挑

ちょう

戦
せん

してみよう。

■標本の作り方
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